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効能又は効果4.
前立腺癌

効能又は効果に関連する注意5.
本剤による治療は、根治療法ではないことに留意し、本剤投与
12週後を抗腫瘍効果観察のめどとして、本剤投与により期待する
効果が得られない場合、あるいは病勢の進行が認められた場合に
は、手術療法等他の適切な処置を考慮すること。

5.1

本剤投与により、安全性の面から容認し難いと考えられる副作
用が発現した場合は、治療上の有益性を考慮の上、必要に応じ、
休薬又は集学的治療法などの治療法に変更すること。

5.2

用法及び用量6.
通常、成人にはビカルタミドとして80mgを1日1回、経口投与す
る。

重要な基本的注意8.
外国の臨床試験において、本剤投与例で本剤との関連性が否定
できなかった前立腺癌以外の死亡例が報告されている。そのる9［11.1.1 参照］

8.3

特定の背景を有する患者に関する注意9.
肝機能障害患者9.3





ビカルタミド及び


